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研究実施のお知らせ 

2022 年 01 月 25 日 ver.1.1 

研究課題名 

松江圏域のくも膜下出血についての後方視的研究 

研究の対象となる方 

2008 年 01 月から 2017 年 12 月の間に、松江赤十字病院、松江市立病院、松江生協

病院、島根大学病院、鳥取大学病院でくも膜下出血と診断された方 

研究の目的・意義 

くも膜下出血の原因の 9 割は脳動脈瘤とされ、世界的に見ても、日本に多いとされ

てきました。しかし、ここ 20 年、日本ではくも膜下出血の地域研究が行われておら

ず、現状は不明です。そこで、松江圏域で発症したくも膜下出血症例について、詳細

な調査を行い、人口 10 万人に対する発生頻度を算出し、以前の報告との変化を評価

することにしました。治療の現状を知ることで、新たな課題を提案できる可能性があ

ります。 

研究の方法 

この研究を行う各病院で、対象となる患者さんのカルテからイニシャル、年齢、患

者特性、発症状況、入院時診断、治療法、脳血管攣縮や水頭症の発生、退院後生活状

況、などについて、調査を行い、その情報を松江赤十字病院に郵送し、くも膜下出血

の発生状況をまとめます。イニシャルは、治療の途中で転院された患者さんの情報の

突き合わせを行うために用います。集めたデータは松江赤十字病院の外部から容易に

アクセスできないコンピューターで保管します。研究結果は論文などで発表する予定

ですが、このとき、イニシャルや個人が特定される情報を用いることはいたしません。 

研究の期間 

2019 年 8 月～2027 年 12 月 

研究組織 

この研究は次の機関が参加して行います。 

 

研究代表者（研究で利用する情報の管理責任者）： 
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松江赤十字病院脳神経外科 並河慎也 

参加研究機関 

［研究機関］ ［研究責任者］ 

松江赤十字病院脳神経外科 並河慎也 

松江市立病院脳神経外科 瀧川晴夫 

松江生協病院脳神経外科 美津島穣 

島根大学医学部法医学 竹下治男 

鳥取大学医学部脳神経外科    黒崎雅道 

 

情報の利用停止 

2021 年 12 月の時点で、ほぼ情報収集は終え、解析・結果の公表を行う準備に入っ

ています。情報の一部を削除することができず、ご要望に沿えないことがあります。 

相談・連絡先 

この研究について、詳しいことをお知りになりたい方、その他ご質問のある方は次

の担当者にご連絡ください。 

 

研究責任者： 

松江赤十字病院脳神経外科 並河慎也 

〒690-8506 島根県松江市母衣町 200 

電話 0852-24-2111  FAX 0852-31-9783 

 


